
所管部課：教育庁県立学校教育局体育保健課 

Ⅰ　施設の管理概要

指定管理者名 公益財団法人熊本県武道振興会

指定期間

設置目的

施設区分 剣道場、柔道場、小道場、会議室

指定管理料 ３１，６７０，０００円（令和４年度）（利用料金制）

Ⅱ　管理運営の評価

  １　管理業務の水準の評価

【点検・調査結果及び評価】

  ２　管理業務実施状況

　  ①　施設維持管理業務実績

作業項目

（日常）

（定期）

（定期）

電気設備（月次）

電気設備（年次）

消防設備

建築設備及び防火設備点検 建築設備及び防火設備点検、図面整備

開放燃焼式ガス瞬間湯沸器保守点検 開放燃焼式瞬間湯沸器点検

簡易専用水道

簡易専用水道 水質検査

簡易専用水道

簡易専用水道

自動ドア設備

保安・警備

施設維持管理 植栽等維持

【点検・調査結果及び評価】

備　　考

※目標値は前年度実績値を設定

※目標値は前年度実績値を設定

※目標値は前年度実績値を設定

※目標値は昨年度実績値を設定
※新型コロナウイルス感染防止対策
を講じ、開催した。(柔道177回、空
手道182回、剣道・なぎなた156回）

目標値は指定管理者選定時の収支予
算書から転記

※目標値は前年度実績値を設定
※観覧者含む（1,849人）

実　績　値

20回

85回

延4,372人

182回

3,757,760円

37,639人

武道教室参加者数

武道教室開催回数

利用料金収入

利用者数

管理業務の水準を表す指標

20回

40回

延4,412人

96回

2,779,900円

31,147人

目　標　値

4～5回/月 残留塩素測定

1回/年

3回/年

毎日

書道教室開催回数

なぎなた女性教室開催回数

　武道の振興・普及を図るとともに県民の心身の健全な発達に寄与するために設置
されたもので、一般武道愛好者の利用はもとより、各種競技大会、昇段試験、講習
会等に利用。

利用者数、利用料金収入ともに、目標値を上回っている。
利用料金収入については、利用者数の伸びとともに、令和4年10月1日に利用料金を増額改定したことが増加要因と考えら
れる。
武道教室参加者数については、少年武道教室の１回当たりの利用者減により目標値を僅かに下回っているものの問題ない
と考える。
今後も利用者の拡大に向けた取組の一層の充実を期待したい。

清　掃

295日/365日 供用部分の日常清掃

消防設備の総合点検、外観・機能点検

受水槽清掃

1回/年

内　　容実　施　日

4回/年

　館内の清掃も行き届いており、事業計画に基づき適正に管理されている。

コントローラー・電気・センサー・懸架部等点検

職員による毎日４回の巡回（休館日を除く）、機械警備、夜間巡回
等

施設概要

保守・点検

12回/年 外観点検、電圧・電流・漏電測量点検

熊本武道館　指定管理者　令和４年度（2022年度）　管理運営評価票

受水槽・給水管点検、水質検査

4回/年 除草・消毒作業

高所ガラス清掃

床ワックス掛け等

1回/年

令和３年４月１日～令和８年３月３１日

1回/年 接地抵抗測定、保護継電気試験、絶縁抵抗測定等

2回/年

3回/年

1回/年

1回/年



　　②　運営事業実績

〔主な事業・イベント〕

【点検・調査結果及び評価】

　３　利用状況

11月6日

県内の空手道指導者及び経験者を対象とした、
形・実技の講習会を実施。

事業・イベント名

第1回空手道連盟指導力向上講習会
（共催事業）

なぎなた前期講習会（共催事業）

41名

柔道少年審判講習会（共催事業）

利用日数
104.4%
104.0%272日

【点検・調査結果及び評価】

34.7%

16,443人

39.4%
113.1%

107.3%

小　道　場

施設名

308日
214日

利用可能日数

113.5%

　令和3年度と比べ利用者数は増加したが、新型コロナウイルス感染症の影響により、コロナ禍以前の数値には戻っていな
い。今後も適切な感染症対策を行いながら、県民が安心して利用できる施設管理を期待したい。

125.8%79.2%

308日

99.7%利用率

121日

柔　道　場

年計

307日
150.9%

会　議　室

99.7%
利用者数

年計

利用者数

121.1%

1,875人 1,519人

216日

利用率

幼少年武道（柔道・剣道）1日体験教
室

利用者数

307日

利用率

10,900人
利用可能日数

熊本県武道祭

　様々な種目の武道の普及・振興を図っており、評価できる。

前年度比

武道愛好者による稽古会を実施。（柔道・剣道・
空手道・なぎなた）

81.8%

10月10日 30名

244日

武道稽古会

剣　道　場

12,216人

延224名

利用日数 306日

6月12日 50名

307日

尚武の国にふさわしい武道祭として武道10団体に
よる各武道の代表的な形の模範演武を実施。

熊本の武道の歴史を学ぶ講演会を実施。（剣道、
弓道、合気道）

内　　容

前年度計
99.7%

252日

99.9%
99.7%
125.4%

熊本の武道史講演会～戦後から令和へ
～（共催事業）

熊本県(熊本市）地域社会少林寺拳法
研修会（共催事業）

県内のなぎなた指導者及び経験者を対象にした、
形・実技の講習を実施。

36名
県内の少林寺拳法指導者及び経験者を対象とし
た、心肺蘇生法、AED操作研修の講習を実施。

救急処置法（ＡＥＤ）・医科学講習会
（共催事業）

12月18日

18歳以上の女性を対象になぎなたの礼法及び基礎
からの実技指導により、健康増進や習熟度に応じ
た稽古、段位取得等を実施。

小学生・中学生を対象とした、たくましい心と体
の育成を目的とする武道教室（柔道・剣道・空手
道・なぎなた）。新型コロナウイルス感染症対策
を講じ、開催した。なお、11月中旬から3月初旬
まで剣道場照明設備・その他改修工事に伴い、各
教室回数は次のとおりであった。（柔道・177回
空手道・182回　剣道・156回　なぎなた・156
回）

70.1%
84.9%

308日

熊本県の県民スポーツの日「ふれあいスポーツ」
との共催事業として幼児年長から小学生までを対
象に武道の初歩的動作の体験教室を新型コロナウ
イルス感染症対策を講じ、開催した。（柔道、剣
道、空手道、なぎなた）

利用可能日数

5,274人 4,913人
利用率 88.3%

283日
99.7%

利用者数

308日

小学生から高校生を対象に、正しい運筆、文字の
組立、止め・はね・払いの筆使い、字形の整え
方、清書等を新型コロナウイルス感染症対策を講
じ、開催した。その成果を発揮する機会として日
本武道館書き初め展等に作品を出展した。

107日

利用日数

利用可能日数

50名
県内の柔道有段者を対象とした、少年審判法の講
習会を実施。

12,198人

開館日数

307日 308日

利用日数

99.1%

123.4%

92.2%

49名

182回 延4,372名

5月7日～3月4日
（全20回） 延179名

11月12日 200名

10月23日

191回 延4,363名

毎週火曜・金曜 85回

書道教室

なぎなた女性教室

少年武道教室

9月3日・4日 36名
県内の少林寺拳法指導者及び経験者を対象とし
た、形・実技の講習を実施。

9月4日

開催日時 参加者数



　４　管理経費の収支状況

①　収　入

剣道場

柔道場

第１小道場

第２小道場

会議室

宿泊室

放送設備

個人利用料

施設管理委託料

受講料、基本財産利息収入

その他 雑収入

収入未済額

②　支　出

項　目

人件費 職員給料手当、臨時雇用賃金、福利厚生費

光熱水料費

施設管理費

修繕費

事務費

自主事業費

その他の経費

　５　利用者調査結果
調査年月日
調査方法
調査対象数

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％

施設清掃状況 16 16 53 53 29 29 0 0 2 2 0 0

施設景観状況 22 22 53 53 24 24 1 1 0 0 0 0

安全対策・防犯状況 13 13 26 26 60 60 1 1 0 0 0 0

案内表示状況 11 11 24 24 56 56 7 7 2 2 0 0

サービス全般 13 13 54 54 31 31 2 2 0 0 0 0

接客対応状況 15 15 44 44 36 36 0 0 0 0 5 5

駐車場の使いやすさ 11 11 19 19 42 42 19 19 9 9 0 0
使用料

　　   人数 　　　 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％

　　　3　　　　3 1 1 1 1 1 1 1 1 30 30 64 64

自動販売機
・売店

　　   人数　　　　％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％

　　　  9　　　　9 9 9 13 13 18 18 1 1 51 51 6 6

・シャワーが古いので新しくしてほしい。

・駐車台数を増やしてほしい。(狭い）
・道場にエアコンを設置してほしい。
・トイレをウォシュレットにしてほしい。

37,647,349

利用料金収入

項目

諸謝金 3,420,600

871,970

無回答

光熱費の高騰に伴う、令和4年10月1日からの利用料金の増額改定及び人件費の削減等により、前年度よりも収支バランス
が改善された。しかし、自主事業の収入に対する支出が大きく、支出超過の要因となっているため、自主事業の見直しに
よるさらなる収支改善が望まれる。

934,840

内　　　　訳

・70歳以上は無料にしてほしい。

100名

・音響設備を新しくしてほしい。

指定管理料

自主事業収入

トイレ 情報提供 特になし その他

予約受付方法

回　　答　　内　　容

とてもよい 普　通

その他・特になし

調査実施内容

シャワー室・更衣
室の状況

あまりよくない 悪　い

1,849,950

閉館日

0

0

令和4年10月4日～11月5日

合　　計

自動販売機収入

意見箱の常設によるアンケート調査

　全般的に「普通」以上の結果となっており、概ね評価できる。
　大会時には駐車場台数が不足するが、公共交通機関利用の啓発や当日の車両整理などの取組を行っている。今後も利用
者のためのより良い取組を期待したい。

調査結果

調査分野

駐車場

よ　い

利用者からの意見等

【点検・調査結果及び評価】

金額(円）

23,544,241

施設・設備等につい
て改善してほしい点

休憩スペース

1,414,870

219,286

37,799,175

雑支出等

開館・閉館時刻

【点検・調査結果及び評価】

料金の割引条件

61,920

保険料、委託料、租税公課等

1,089,790

内　　　　訳

2,320,306

6,007,902

合　　計

うち使用料収入分

180,580

148,030

使用条件について改
善してほしい点

31,670,000

194,959

金額(円）

398,550

889,750

189,590

39,390

旅費交通費、会議費、消耗品費、什器備品費、印刷製本費支、通信運搬、
賃借料費



　６　意見・苦情等の対応

　７　昨年度の評価で、改善を指摘された事項に対する対応

　８　その他

今後、収入の改善及び経費削減の取組み等による収支の改善を行うこと。

利用料金の改定や熊本市公式LINEの利用
による利用者増の取組み、人件費の削減
等による収支改善に向けた取組みを行っ
た。

利用者からの意見・苦情等

　特になし。

改　善　状　況

改善内容・結果指　摘　事　項

　特になし


